
大会名  Winter match in Kansai 

主催  関西学生ハンドボール連盟 

協賛  スポーツメーカーを中心に依頼する（検討中） 

開催期日 11 月 28 日（土）、29 日（日）、12 月 5 日（土）、6 日（日）、13 日（日） 

開催会場 伏見港体育館及び大学体育館 

競技時間 前後半 25 分、休憩 10分とする 

試合形式 学連のホームページに掲載されている順にグループ分けを行い、それを

もとに組み合わせを決定する。男子はグループA〜E、女子はグループ a~d

に分ける。参加数によっては変更があります。 

男子（8チームのトーナメント戦及び３チームのリーグ戦） 

  女子（4チームのトーナメント戦及び 3 チームのリーグ戦） 

【トーナメントにおける試合終了時に同点の場合の決定方法】 

7ｍTC を５名で行い、それでも勝敗が決定しない場合は、以後サドンデ

ス形式で行う。 

【リーグ戦の順位決定方法】 

1. 勝ち点制（勝＝2 点・引分け＝1 点・負＝0 点）で、勝点の多いチーム

を上位とする。 

2. チームの勝ち点が同数である場合は、得失点差数の多いチームを上位

とする。なお、得失点差数が同数の場合は、総得点数の多いチームを

上位とする。 

3. 上記すべてが同数の場合は、抽選により順位を決定する。 

競技規則 2020 年度（公財）日本ハンドボール協会 競技規則による。 

(関西学生ハンドボール連盟申し合わせ事項を含む。)  

試合球 ・株式会社モルテン社製ボール（男子：アセンテックヌエバ X H3X5001-

BW, 女子：アセンテックヌエバＸ H2X5001-BW）を使用する。 

・株式会社ミカサ社製ボール（男子：HB3000, 女子：HB2000） 

参加資格 各府県協会を通して（公財）日本ハンドボール協会の 2020 年度登録を完

了し、全日本学生ハンドボール連盟に登録済みのチームであること。また、

構成員（選手・役員）が個人としても全員、（公財）日本ハンドボール協

会及び全日本学生ハンドボール連盟に登録を完了していなければならな

い。      

参加人数 ① 選手の大会エントリー人数は無制限とし、ベンチ入りは 20 名までと

する。  

② 役員は無制限とし、ベンチ入りは５名までとする。 

③ 女子１部は各大学２チームまでの参加を可能とする。  

競技運営 ① メンバー表の提出及びユニフォームの確認、トスは各試合の競技開始



30分前に記録席の前において両チームの代表者により行われる。 

② ベンチ入る選手及び役員は、（公財）日本ハンドボール協会の登録証を

必ずトスの時に提出すること。 

③ 各大学は割り当てられた役割（記録・得点・モップ係・会場準備及び

撤収など）を責任を持って行うこと。 

注意事項 ① 各チームにおいて CP・GKそれぞれ 2色ずつ（同系色は認めない）の

ユニフォームを用意し、トスの際には必ず全種類持参すること。 

② 試合球は連盟を通じて各チームが購入し、試合会場に持ってくること 

③ 松ヤニ・粘着スプレー（両面テープは除く）の使用は一切禁止する。

使用した選手は失格とする。 

④ 各チームは割り当てられたオフィシャル等を行う際は定められた時

間に遅れないようにすること 

⑤ 各体育館フロアについては 2 足制を厳守する。 

⑥ 試合会場の電源プラグの使用は一切禁止する。 

⑦ 交代地域におけるビデオ及び写真撮影は禁止とする。撮影に関しては

学連の許可をとること。 

⑧ 試合中の事故について学連は初動処置のみを行い、その他一切の責任

を負わない。 

⑨ 試合を棄権する場合には、3 日前までに学生常任委員と相手チームと

その試合の審判及びオフィシャルを割り当てられているチームに必ず連

絡すること。連絡がない場合は、審判と相手チームの全プレーヤーの交通

費を支払うこととする。 

⑩ その他アンフェアな行為や無責任な行為、コンプライアンス違反など

は選手単位、またチーム単位で処罰されることがある。 

⑪ 選手の試合会場における喫煙は全面禁止とする。 

⑫ チーム役員の服装は相手チームのコートプレーヤーとはっきりと判別

できる色であること。 

⑬ チームのキャプテンはキャプテンマークをつけること。  

⑭ その他、関西学連運営委員からの指示には従うこと。 

罰則規定 重大な問題行動(例：試合会場での暴力行為等)があった場合は、裁定委員

会にその判断を委ねるものとする。  


